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地域ケアプラザ担当地区内にある金沢シーサイドタ
ウン地区（以降は地区と呼称）は高齢化率が約 43%
と市内平均を大きく上回り、約 30 の自治会が存在
する。地区内の約 95% が集合住宅であり、その内約
50% の住宅にはエレベーターがない。住宅事情と高
齢化が合わさり、地域住民だけでは解決できない様々
な地域課題がでている。『住民主体』の地域課題解決
に限界を感じている金沢シーサイドタウン地区社協
からの相談を受け、地域と地域ケアプラザがタッグ
を組み、課題解決の為の産学民連携に取り組んだ。

研究の目的、PRポイント
地区内の身近な活動場所に、集会所として利用する
ことが多い管理組合事務所があるが、自治会員以外
の利用には制限がある。その他に地区内には金沢区
スポーツセンター、コミュニティハウス、地区セン
ター、地域ケアプラザなど公的な貸室も存在する。こ
うした地区事情から、地区内には『支えあい・協働』
が生まれにくい環境、及び QOL を維持するには『フ
レイル予防』の重要性が高い環境である。人口減少・
高齢化が進む地区で既存の地域活動の維持や新たな
取り組みの創出には『支えあい・協働』の環境づく
りが不可欠であり、『フレイル予防』の効果を高める
取り組みを増やす必要がある。産学民連携に取り組
むことで、この地区の課題に対して必要なものを明
らかにする。

取り組んだ課題
自治会や取り組みの対象（子育て、高齢向け等）が
異なると協働・共有できるテーマでも、活動場所等
により別々に取り組んでいる為、同じ問題・課題を
抱えている仲間に気付くことができない。また介護
保険の隙間を埋める生活支援の有償ボランティアも、
高齢化により、受けられる件数や内容が減少傾向。個
人でもグループでも困りを解決できないままになる
ことが多い為、『支えあい・協働』の土壌作りが必要
であると考えられる。また階段昇降を自力で出来ない
と、自由な外出が困難となる住宅事情があり、QOL
を下げない為には『フレイル予防』に取り組むこと
が必要。

活動の成果と評価
具体的な取り組みを通して、栄養に関する講座の食材
調達、活動場所の提供、物品の貸し出し、協賛金の
出資などを協力してくれる企業が存在し、学生ボラ
ンティアの募集や研究に合わせた共食・配食の提案
などの近隣にある学校の協力も得られ、産学民連携
で課題解決をできることが分かった。また生活支援
の課題解決には、住民だけでなく企業との協働が必
要だと分かった。フレイル予防 3 本柱の『栄養』に
取り組むと、「実はどれだけ運動しても体力がつかな
かった。持ち運びがしやすいカップラーメンで済ま
せていた。」など、栄養面での課題も地区内にあるこ
とが分かった。

今後の課題
地域課題解決の為の産学民連携であるが、特定の企
業だけの利益を追求しているように見える。また今
後は、行政・区社協を交え、より地区に密着した取
り組みを展開していく必要がある。
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2005 年 1 月開所。当地域ケアプラザでは、①地域包括支援センター、②生活支援体制整備事
業、③地域活動交流事業、④居宅介護支援事業、⑤高齢者通所介護の 5 部門を運営。地域ケ
アプラザの担当地区の人口は約 1.5 万人、高齢化率は約 37% と市平均約 25% よりも高くなっ
ています。


